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平成 28 年度　事業報告書
　　

平成 28年４月 １ 日より

平成 29年３月 31日まで

Ⅰ　事業概況
　
　今年度の日本経済は、雇用や所得環境の改善が続く中で、緩やかな回復基調が続いてい

るものの、消費者マインドの悪化から個人消費には弱さが見られました。海外経済の減速

懸念から輸出は低迷し、設備投資も弱い動きとなり、また金融市場の動揺を受け、回復に

は停滞感が見られました。

　中小企業・小規模事業者においては、経済効果は未だ波及せず、後継者不足及び人手

不足など厳しい経営環境にあります。雇用、賃金などを巡る『働き方改革』については、 

中小企業・小規模事業者はその重要性の認識は十分にあるものの、多様な経営実態もあり、

実現していく経営環境は大企業とは異なるため、甚だ厳しい状況にあります。

　本協会ではこのような厳しい経済環境の中、業界の発展を懸け、各企業が強固な組織を

もって一丸となり数々の事業に取り組んできました。

　「台東ファッションザッカフェア」に参加し、百貨店やネットでの販売、展示会への

出展等、新規開拓販路拡大に繋がりました。

　今年度の「信頼のマーク」ＰＲ事業は、東京・名古屋・大阪の３地区でイベントを

開催し、「信頼のマーク」に込められた“日本製かばん”の優位性・技術力・信頼性を

広く一般消費者に周知しました。

　「日本鞄ハンドバッグ協会」としては、技術認定事業で「第６回技術認定試験皮革部門」

を今年度は東京・名古屋・大阪地区に加え新たに豊岡で実施しました。

　また、「ＪＡＰＡＮ  ＢＲＡＮＤ戦略・調査研究」事業では、第２回目の「鞄・ハンド

バッグ・小物業界のＪＡＰＡＮ  ＢＲＡＮＤ戦略・②」と題したセミナーの開催等積極的

な活動を実施しました。

　その他各種研修会・講演会等には関係団体と連携を図り、積極的な参加への周知に努め

ました。

　品質表示ラベル推進事業は、関係各位のご尽力により円滑に推進することができました。

　ＰＬ保険事業など他の事業においても関係団体とタイアップするとともに、東京都、

台東区をはじめ行政関係へ要望・陳情を行いました。
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１．鞄産業の振興事業に関する指導及び協力

１）日本製かばん「信頼のマーク」表示に関する事業
　　平成 28年４月１日～平成 29年３月 31日

　（１）出荷実績

　　　企　業　数　　31社

　　　グレー　　964,000 枚　　　　ワイン　　53,000 枚　　　計　　1,017,000 枚

　（２）協力企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）
No. 企　　業　　名 No. 企　　業　　名 No. 企　　業　　名
1 ㈱ 青 木 13 田 上 鞄 製 作 所 25 ㈱ マ ル ヨ シ
2 あ め の も り か ば ん ㈱ 14 ㈱ チ ヨ ダ 26 ㈱ 三 の 和 金 宮
3 ㈲ 五 十 嵐 製 作 所 15 ㈱ 土 屋 鞄 製 造 所 27 山一インターナショナル㈱
4 猪 瀬 商 店 16 ㈱ 藤 英 28 ㈱ 山 岸
5 ㈱ 榮 伸 17 ナ ー ス 鞄 工 ㈱ 29 ㈱ 𠮷 田
6 大 峽 製 鞄 ㈱ 18 ㈲ 中 澤 30 ㈱ 羅 羅 屋
7 ㈱ 神 田 屋 鞄 製 作 所 19 中 島 カ バ ン 31 ら ん ど ー る ㈱
8 木 内 鞄 製 作 所 20 ㈱ ネ ギ シ 32
9 ㈱ 協 和 21 ㈲ 藤 鞄 嚢 所 33
10 ㈱ ク ロ ス タ ー 企 画 22 丸 学 商 店 34
11 甲 陽 産 業 ㈱ 23 ㈱ 丸 大 35
12 ㈲ 鈴 木 鞄 製 作 所 24 ㈲ 丸 ヨ 片 野 製 鞄 所 36

　　　
　（３）歴年別信頼のマーク出荷数量表

地区別　
　年度 計 （一社）東京鞄協会 大阪鞄協会 （協）名古屋鞄協会 （一社）豊岡鞄協会

平成 5年
平成 6年
平成 7年
平成 8年
平成 9年
平成 10年
平成 11年
平成 12年
平成 13年
平成 14年
平成 15年
平成 16年
平成 17年
平成 18年
平成 19年
平成 20年
平成 21年
平成 22年
平成 23年
平成 24年
平成 25年
平成 26年
平成 27年
平成 28年

2,721,000
4,207,500
5,141,000
4,381,500
3,819,000
4,396,100
4,108,000
3,397,500
3,023,000
2,939,500
2,914,000
2,737,500
2,639,000
2,490,500
2,555,500
2,501,000
2,007,500
2,184,800
2,353,000
2,490,200
2,556,500
2,492,000
2,771,500
2,563,000

865,500
897,500
1,371,500
1,128,500
1,103,000
1,415,100
1,414,500
1,197,000
1,047,500
887,000
797,000
957,000
923,500
929,500
962,000
858,500
752,000
765,000
968,000
1,171,000
1,110,500
1,086,500
1,116,000
1,017,000

1,111,500
1,332,000
1,635,000
1,216,000
818,500
1,307,500
1,088,000
951,000
833,000
830,500
836,000
596,000
510,500
463,000
451,500
493,000
435,500
479,500
533,800
475,700
533,500
445,500
622,500
524,000

123,500
316,500
362,500
321,000
309,000
219,000
216,000
193,000
209,000
217,500
215,000
185,500
127,500
165,500
131,500
151,500
162,000
156,500
150,500
160,500
189,500
168,500
222,500
214,000

620,500
1,661,500
1,772,000
1,716,000
1,588,500
1,454,500
1,389,500
1,056,500
933,500
1,004,500
1,066,000
999,000
1,077,500
932,500
1,010,500
998,000
658,000
783,800
700,700
683,000
723,000
791,500
810,500
808,000

累計 73,390,100 24,740,600 18,523,000 4,887,500 25,239,000
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　①（一社）日本鞄協会「信頼マーク」について

　　○　キャッチコピー　

　　　　知っていて安心！「信頼」のマーク

　　１．日本のかばんに信頼のマークがつきました。

　　２．マークが保証する信頼と技術と心。

　　３．安心の道しるべの目印のマークです。

　　　　今や世界の経済動向は、片時も目が離せなくなりました。

　　　　我が国のかばん市場は国際化の中、さまざまな形で混乱を招いています。

　　　　信頼のマークを表示した、日本のかばんをもっともっと社会に PRを。

　　　　そして、新たな活路を開拓してまいります。

　　　　信頼のマークは１枚４円です。

　　　　お問い合わせは…

一般社団法人　日本かばん協会

一般社団法人　東京鞄協会

大 阪 鞄 協 会

協同組合　名 古 屋 鞄 協 会

一般社団法人　豊岡鞄協会

２）販売促進に関する「信頼のマーク」ＰＲ事業
　（１）「信頼のマーク」普及キャンペーン事業

　　普段見ることのできない歴史的･希少価値の高いかばんや、最新の日本製かばん、こんなかばんが

　　あったらいいな！の未来のかばんを展示して、日本製かばんの「過去→現在→未来」として長年

　　に渡って脈々と引き継がれる日本製かばんの魅力をじっくりと楽しんでいただく。大人から子供

　　まで、見て・触って・体験できるコンテンツで日本製かばんの優位性をもっと深く知っていただ

　　くために、日本製かばんの展示会を開催！

　１）キャンペーン概要

　　「日本製かばんの過去・現在・未来『ニッポンかばん展 2016』かばんのことをもっと知ろう！」

　　①日本製かばんＷプレゼント企画

　　　　日本製かばんの証「信頼のマーク」のついた 10個のかばんの中から欲しいかばんを応募、抽

　　　　選で各１名（計 10 名）にプレゼント。さらにかばんプレゼントに外れた方の中から抽選で

　　　　10名に１万円のＪＴＢ旅行券をプレゼント。

　　②『ニッポンかばん展 2016』イベント

　　　　過去・現在・未来のかばんで構成する「ニッポンかばんギャラリー」、縫製実演「かばん工房」、

　　　　子供たちがデザインする「みんなのかばんギャラリー」、ミニボストンを作ることが出来る「手

　　　　作りかばん体験コーナー」、日本製かばんプレゼントの「かばんクイズ大会」、YKK ファスニ

　　　　ングプロダクツ販売㈱提供の携帯ストラッププレゼント等を実施。

　２）キャンペーン期間：平成 28年７月１日～８月 31日まで
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　３）イベント概要：

　　　　日　　時　：平成 28年７月 23日（土）名古屋会場　ナディアパーク　アトリウム

　　　　　　　　　　平成 28年７月 30日（土）大阪会場

　阪急西宮ガーデンズ　フェスティバルガーデン

　　　　　　　　　　平成 28年８月　６　日（土）東京会場　ららぽーと TOKYO　BAY　中央広場

　　　　催事内容　：展　示　ニッポンかばんギャラリー

　　　　　　　　　　　　　　・日本製かばんの歴史ギャラリー（エース㈱・皮革産業資料館より借用）

　　　　　　　　　　　　　　・現在の日本製かばんギャラリー（プレゼントキャンペーンかばん）

　　　　　　　　　　　　　　・未来のかばんギャラリー（服飾専門学校生作品）

　　　　　　　　　：実　演　縫製実演！かばん工房

　　　　　　　　　：参加型　手作りかばん体験（ミニボストン）

　　　　　　　　　：参加型　かばんクイズ大会（かばんプレゼントあり）

　　　　　　　　　：参加型　みんなのかばんギャラリー（お絵かき／ぬり絵コーナー）

　４）プレゼントパブリシティ

　　　　　　　　　：新聞・雑誌等の配信による応募でランドルをプレゼント

　　　　　掲載媒体：読売新聞夕刊　平成 28年８月 19日

　　　　　　　　　　共同通信　　　平成 28年７月 28日（新聞 23紙・雑誌１誌）

　　　　　　　　　　懸賞なび　　　平成 28年７月 28日

　５）広　　　報：

　　　イベント告知：リビング新聞名古屋　平成 28年７月 16日（土）掲載

　　　　　　　　　：WEB特設サイト（日本鞄協会ホームページ・Facebook）から

　　　　　　　　　　プレゼントかばんの応募

　　　　　　　　　：インターネット媒体（チャンスイット・GetMoney・GetMoney/SP・PRchance）

　６）抽　選　日　：平成 28年９月 28日（水）銀座「朝日広告社」

　７）プレゼントかばん協力企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

㈱ 𠮷 田 エ ー ス ㈱ ㈱ 青 木

㈱木和田正昭商店 篠 田 商 店 ヤ ン グ 産 業 ㈱

衣 川 産 業 ㈱ ワ コ ー バ ッ グ ㈱ ㈱ 伊 藤 一 製 鞄 所

ら ん ど 一 る ㈱

　　
　（２）オプション PR

　　①　パートナー・オブ・ザ･イヤー 2016「いい夫婦の日」に協賛名義で参加、受賞者３組および

　　　　関連イベントにかばんをプレゼント

　　　　　開催日時：平成 28年 11月 14日（月）

　　　　　開催場所：明治記念館「曙の間」

　　　　　受　賞　者：宇崎竜童・阿木耀子ご夫妻

　　　　　　　　　　杉浦太陽・辻希美ご夫妻

　　　　　　　　　　青栁勧・ミハエラご夫妻（オリンピックイアーによるスポーツに貢献）

　　　　　プレゼントかばん協力企業名：㈱𠮷田・㈱協和・サンコー鞄㈱
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　（３）ソーシャル・ネットワーク・サービス（SNS）による「日本製かばん」の優位性の理解

　　　　促進施策事業

　　　　Twitter や Facebook とともに注目を集める Instagram。インフルエンサー（フォロワー数の

　　　　多い Instagrammer）達に「11月 22日いい夫婦の日」を利用し、日本製かばんの写真・記事

　　　　を投稿してもらい、日本製かばんについて広く理解促進を目指した。

　　　プレゼントかばん協力企業名

㈱木和田正昭商店 ㈱ 青 木 ㈱ イ ケ テ イ

篠 田 商 店 ㈱ 猪 瀬 エ ー ス ㈱

㈲丸ヨ片野製鞄所

　　

３）情報及び調査・研究に関する事業
　（１）情報の提供事業

　　　○　PL法／製造物責任法に関する資料の収集及び情報の提供を行った。／団体保険特約

　　　○　中小企業関係資料の収集及び提供を行った。

　　　○　中小企業施策パンフレット等を配布した。

　　　○　中小企業関係法令、制度の解説等関係資料を配布した。

　　　○　中小企業だより

　　　○　会報／ JLIA だより

　（２）調査・研究事業

　　　○　情報化に関する調査・研究を行った。

　　　○　特許制度及び実用新案制度の普及についての調査研究を行った。

　　　○　東京都の地域振興対策と関連する研究を行った。

　　　○　関係官庁、関係団体の調査及び照会に対する協力を行った。

　　

４）かばん類の普及宣伝に関する事業
　（１）台東ファッションザッカフェア 2016

　①第 27回ザッカデザイン画コンペティション

各　　賞 各　部　門 作　品　名
大　　　 賞 靴部門 包

最優秀作品賞

鞄・バッグ部門 革ふうとうかばん
帽子部門 波紋～HAMON～
ベルトサスペンダー部門 Windmg  Rhythm
革小物部門 衿財布
帽子部門 日本の伝統工芸品を取入れた帽子
帽子部門 銅線帽

審 査 員 賞 鞄・バッグ部門 Gen  Bag
鞄・バッグ部門 梟
靴部門 包

松 屋 銀 座 賞 鞄・バッグ部門 モフォロジー
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　　　一次審査　　　平成 28年 10月 26日（水）

　　　二次審査　　　平成 28年 10月 28日（金）

　　　表　彰　式　　　平成 28年 11月 22日（火）　17時から 19時

　　　　　　　　　　　MIRROR リバーサイドカフェシエロイリオ（台東区蔵前２丁目）

　　　　　

　②　台東ファッションザッカマルシェ

　　　　一般消費者向けの展示販売会を開催。「地場産業の期間限定セレクトショップ」として、ビル

　　　　一棟を丸ごと会場として利用し、フロアごとに異なるテーマでブランドを展開した。

　　　　　展示・販売：　平成 29年３月 17日（金）～３月 19日（日）

　　　　　　　　　　　　LIONビルディングスタジオ（浅草）

　　　　　出展ブランド：　全 11ブランド

　　　　　　　鞄部門：　㈲丸ヨ片野製鞄所　「丸ヨ」

　　　　

　③　三越伊勢丹店舗での「台東ファッションザッカ」コーナーの展開

　　　　“東京生まれの日常の新定番”として、東京の老舗企業がつくるオリジナル品を全４店舗にて

　　　　展開。３月中旬（１店舗目）より実施。

　　　　商品対象シーズンは 2016 年春夏とした。（５業種 11社）

　　　　　展開会期　：　２店舗目（伊勢丹浦和）　　平成 28年３月 29日～４月５日

　　　　　　　　　　　　３店舗目（松山三越）　　　平成 28年４月 19日～４月 25日

　　　　　　　　　　　　４店舗目（伊勢丹相模原）平成 28年４月 27日～５月２日

　　　　　参加企業　：　鞄部門　㈲丸ヨ片野製鞄所・㈱猪瀬

　　　

　　　2016 年秋冬催事を「東京メイドの酒落モノ展」と題し、「台東ファッションザッカ」コーナー

　　　を展開。参加企業は５業種 11社

　　　　　展開会期　：　伊勢丹浦和店　平成 28年 10月 26日～ 11月１日

　　　　　参加企業　：　鞄部門　㈲中澤・㈱ネギシ・㈱猪瀬

　　　　

　④　地場産業企業製品の PR強化として、４業種で rooms33 に合同出展

　　　　　開催期間　：　平成 28年９月 14日（水）～ 16日（金）

　　　　　開催場所　：　国立代々木競技場第一体育館

　　　　　出展ブランド　：　５００ブランド

　　　　　来場者数　：　約１８，０００人

　　　　　参加企業　：　４業種　７社　

　　　　　　　　　　　　鞄　部　門・・・㈱ネギシ・㈱エリナ

　　　　　　　　　　　　ベルト部門・・・㈱上白石
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　（２）第 94回東京レザーフェア「JAPAN  STANDARD」（2017　春夏コレクション）

　　　　協同組合資材連主催の皮革素材関連の展示会

　　　　　開　催　日　：　平成 28年６月 16日（木）～ 17日（金）

　　　　　会　　　場　：　都立産業貿易センター台東館

　　　　　出　展　社　：　皮革販売／㈱協進エル・㈱ストック小島

　　　　　　　　　　　　　副　資　材／川村通商㈱・トップラン㈱・モリト㈱

　　　

　　　第 95回東京レザーフェア（2017 － 18　秋冬コレクション）

　　　　　開　催　日　：　平成 28年 12月８日（木）～９日（金）

　　　　　会　　　場　：　都立産業貿易センター台東館

　　　　　出　展　社　：　皮革販売／㈱協進エル・㈱ストック小島

　　　　　　　　　　　　　副　資　材／川村通商㈱・トップラン㈱・モリト㈱

　　　

　

５）海外展示会出展参加事業
　（１）国際バッグ・雑貨見本市（MIPEL　９月展）

　　①　実施日及び開催場所

　　　　　平成 28年９月３日～９月６日

　　　　　イタリア・ミラノ（フィエラ・ミラノ展示会場）

　　②　参加企業　：　㈱ウノフク・大峽製鞄㈱・㈱キコニアボイキアナ

　　
　（２）国際バッグ・雑貨見本市（MIPEL　２月展）

　　①　実　施　日　：　平成 29年２月 12日～ 15日

　　②　参加企業　：　㈱ウノフク

　　
　（３）PROJECT   Las   Vegas 展　

　　①　開催日及び開催場所　

　　　　　平成 29年２月 21日～ 23日

　　　　　ラスベガス

　　②　参加企業　：　㈱ウノフク・㈱村瀬鞄行

　　
　（４）APLF2017 展ファッション・アクセス展（製品展）及びMM&T 展（素材展）

　　①　開　催　日　　平成 29年３月 29日～３月 31日　香港

　　②　出展企業　　《製品展》㈱ウノフク・ナース鞄工㈱

　　
　（５）Coterie ９月展

　　①　開　催　日　平成 28年９月 18日～ 20日（ニューヨーク）

　　②　参加企業　㈱猪瀬・㈱キコニアボイキアナ
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２．家庭用品品質表示法の規定による鞄の品質を表示する事業に関する
　　指導及び協力
　　　　　
　家庭用品品質表示法に基づく皮革製かばんの品質表示の PRと消費者にレザーマークの信頼性を高め

　るとともに、鞄業界の振興発展に努めた。

　平成 28年度ラベル出荷状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は牛ラベル以外
年　　月 東　京 大　阪 名古屋 豊　岡 合　計

28年４月　 30,000　 0　
（1,500）

0　 10,000　
（1,500）

40,000　
（3,000）

　　５月　
　

0　 0　 0　 0　 0　
0　

　　６月　 15,000　 0　 0　 0　 15,000　
0　

　　７月　 0　
（10,000）

30,000　 0　 0　 30,000　
（10,000）

　　8月　 0　
（500）

40,000　 0　 0　
（3,000）

40,000　
（3,500）

　　9月　
　

30,000　 0　 0　 10,000　 40,000　
0　

　10 月　
　

30,000　 20,000　 0　 0　 50,000　
0　

　11 月　 5,000　 0　 0　 0　 5,000　
0　

　12 月　 0　 70,000　 0　 0　 70,000　
0　

29 年１月　 0　 0　 0　 0　 0　
0　

　　２月　 5,000　
（6,000）

0　 20,000　 10,000　 35,000　
（6.000）

　　３月　 10,000　 0　 0　 0　 10,000　
0　

計 125,000　
（16,500）

160,000　
（1,500）

20,000　
0　

30,000　
（4,500）

335,000　
（22,500）

前年度 125,000　 233,000　 20,000　 30,000　 408,000　
（5,500） （4,000） （500） （3,500） （13,500）

前年比 100.0% 68.7% 100.0% 100.0% 82.1%
　　　

　　　

３．鞄産業に関する情報の収集及び提供
　　
　１）PL 法の対応と団体保険制度に関する事業
　　　製造物責任法に基づく PL法対応策と PL保険〈あいおいニッセイ同和損害保険㈱〉団体契約を

　　締結し、鞄業界独自の PL 保険制度の加入と普及促進に努め、商品の安全性等取扱説明書（注意）

　　に基づいて、会員企業経営の安定のために事業を行った。
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　（１）ＰＬ団体保険加入状況　　

団　　体　　名 加　入　者　数 保　　険　　料

（一社）東京鞄協会 50社　　 1,561,420 円　　

大 阪 鞄 協 会 39社　　 1,394,560 円　　

（協）名古屋鞄協会 17社　　 361,140 円　　

（一社）豊岡鞄協会 48社　　 797,480 円　　

合　　　計 154 社　　 4,114,600 円　　

　（２）PL 事故事例　　　　　　

事故の種類 件　　数 損害金額

人 身 事 故 関 連 ０　件 ０円

洋 服 関 連 ５　件 ９３，４７１円

そ の 他 ３　件 １４８，６０８円

合　　　計 ８　件 ２４２，０７９円

　　◎　縫合不具合による衣類のひっかけ事故が、依然として多く発生しています。

　　◎　今年度は、縫製不良によりカバンが落下し、収納していたパソコンに損害が発生する事故が

　　　　多発致しました。

　　　
　２）団体保険、火災・生命共済の他、自動車共済保険等の損害保険の各種制度の普及と
　　　その加入促進を行った。
　　　　全国的に火災を始め種々の災害事故が増加しており、組合員各位におかれましては、これ等

　　　事故の予防と万一への対策には十分ご配意のこととは存じますが、万全の保障措置をはかられ

　　　るよう各種保険制度への加入と普及につとめました。　　　

種　　類 火災共済 自動車共済 自動車事故共済

加入者件数 １７１件 ７６件 ７件

　　　

４．会館の管理及び運営
　　
　　鞄会館のテナントの整備と施設利用者の利便を図るための運営強化とその充実確保に努めた。

　１）多目的ホール使用要綱により、利用者の拡大と普及促進を図った。

　２）テナントの環境整備と相互扶助の精神をもって交流を深めた。

　３）ソフトドリンク等の自動販売機の管理を行った。

　４）FAX、コピー等の事務代行を行った。
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５．会員の従業員等の福利厚生に寄与する事業
　　　　１）会員、家族、従業員の福利増進のために慰安会を開催した。

　（１）春の慰安会

　　①日　　時　　平成 28年４月２日（土）　　午前 10：00～午前 11：00

　　②集合場所　　㈱高崎（待乳山聖天前）

　　③会　　費　　１名 700 円（弁当・飲み物・菓子配布）

　　④参加人数　　96名

　　

６．関係各機関との連絡及び協調　　　

　１）建議陳情に関する事業
　（１）平成 28年度中小企業関係税制改正に関する要望を行政宛に陳情した。

　（２）平成 28年度中小企業対策予算の確保に関する要望を行政宛に陳情した。

　　　
　２）指導連絡に関する事業
　（１）国、東京都、地方公共団体との連絡と周知を行った。

　（２）皮革産業団体とタイアップを図り活性化に努めた。

　（３）ハンドバッグ業界とタイアップを図り活性化に努めた。

　（４）関係友好団体とタイアップを図り活性化に努めた。

　（５）関係機関に対し、要望、陳情を行った。

　（６）異業種との交流と融合化を進めた。

７．鞄ハンドバッグ　コラボ委員会の活動　　
　１）各特別委員会事業概要
　　　　◆鞄ハンドバッグ呼称標準化事業（標準用語集の販売を継続）

　　　　　「鞄・ハンドバッグ・小物標準用語集」の販売実績

　　　　　　平成 24年６月～平成 28年３月まで　　　　４，００５冊

　　　　　　平成 28年４月～平成 29年３月まで　　　　　２４６冊　

　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　４，２５１冊

　　　　　
　　　　◆鞄ハンドバッグ技術認定事業

　　　　　①第５回技術認定試験　認定証授与式を開催

　　　　　　　開催日　：　平成 28年８月 30日（火）

　　　　　　　会　場　：　JP タワー KITTE　アトリウム

　　　　　②第６回技術認定試験を実施した。

　　　　　　鞄・ハンドバッグ・小物紳士・小物婦人の４部門で１級・２級・３級の認定試験を行った。

　　　　　　受験申請者は、１級１５名、２級２３名、３級７１名で計１０９名であった。

　　　　　　１級・２級の試験は東京で、３級の試験は、東京・名古屋・大阪及び豊岡の４地区で実施した。

　　　　　　最終合格者は、１級は鞄部門無し、ハンドバッグ部門２名、小物部門３名の計５名、



－11－

　　　　　　２級は鞄部門１名、ハンドバッグ部門５名、小物部門３名の計９名、

　　　　　　３級は鞄部門３２名で、ハンドバッグ部門２５名、小物部門１２名の計６９名で６月

　　　　　　以降に認定証授与式の予定。

　　　
　　　　◆鞄ハンドバッグジャパンブランド調査事業

　　　　　　一般社団法人日本皮革産業連合会からの委託事業として、JAPAN　BRANDを切り口とした

　　　　　　業界全体のブランド戦略について調査研究し、妹尾堅一郎氏を講師として講演会を開催した。

　　　　　　「鞄・ハンドバッグ・小物業界の Japan  Brand 戦略②」セミナー

　　　　　　開催日時　：　平成 29年３月９日（木）

　　　　　　開催場所　：　ヒューリックホール浅草橋

　　　　
　２）日本鞄ハンドバッグ協会第６回通常総会
　　　平成 28年７月 22日（金）に第６回通常総会が台東区上野公園「精養軒」で開催された。その後、

　　　来賓も含め合同懇親会が開催された。

　　　各議案の審議

　　　第１号議案　平成 27年度事業報告承認の件

　　　　　　　　　　各委員会の進捗状況及び活動指針

　　　第２号議案　平成 28年度事業計画承認の件

　　　第３号議案　平成 27年度決算関係書類承認の件

　　　第４号議案　任期満了に伴う役員改選の件

　　　第５号議案　その他

８．その他この法人の目的を達成するために必要な事業　　

　１）会議事項
　（１）総　会

　　　①　総会の種類　平成 28年度定期総会

　　　②　開　催　日　時　平成 28年５月 13日（金）　午後３時

　　　③　開　催　場　所　東京都台東区蔵前４丁目 16番３号　「東京鞄会館」

　　　④　会　員　総　数　１１７人

　　　⑤　出　席　者　数　　９１人　　　　内訳　　本人出席　１８人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委任状出席　７３人

　　　⑥　議事の経過の要領及び議案別の議決結果

　　　第１号議案　　　平成 27年度事業報告承認の件（原案通り承認）

　　　第２号議案　　　平成 27年度収支決算書報告承認の件（原案通り承認）

　　　第３号議案　　　平成 28年度事業計画決定の件

　　　第４号議案　　　平成 28年度収支予算並びに経費の賦課及び徴収方法の決定の件

　　　第５号議案　　　定款の一部変更の件

　　　第６号議案　　　定款の変更認可申請における字句の一部修正委任の件

　　　第７号議案　　　任期満了に伴う役員改選の件
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　２）理事会（６回）

開催
回数

日時・場所 議　　　　　　　　　　案

１ 平成 28.4.15
午後 3時 00分
於　東京鞄会館
出席理事数 14名

東日本鞄工業組合合同理事会
１．平成 27年度決算について（東京鞄協会・東日本鞄工業組合）
２．平成 28年度事業計画及び収支予算案について
　　（東日本鞄工業組合）
３．退会承認について
４．定期総会ならびに全国総会について
５．その他

２ 平成 28.6.21
午後 3時 00分
於　東京鞄会館
出席理事数 13名

東日本鞄工業組合合同理事会
１．一般社団法人日本鞄協会通常総会について
２．その他
　　①日本鞄ハンドバッグ協会総会について
　　　　　平成 28年７月 22日（金）
　　　　　上野「精義軒」

３ 平成 28.10.18
午後 3時 00分
於　東京鞄会館
出席理事数 11名

東日本鞄工業組合合同理事会
１．第６回技術認定試験について
２．退会承認について
３．その他
　①皮産連補助事業について
　②今年度の予定について
　　日本鞄ハンドバッグ協会新年交礼会
　　　平成 29年１月６日（金）上野「精養軒」
　　日本鞄協会新年理事会
　　　平成 29年１月 27日（金）品川プリンスホテル

４ 平成 28.11.15
午後３時 00分
於　東京鞄会館
出席理事数５名

東日本鞄工業組合合同理事会
１．東京皮革産業厚生年金基金について
２．その他
　①日本鞄ハンドバッグ協会新年賀詞交換会
　　　平成 29年１月６日（金）
　　　　上野「精養軒」　
　②日本鞄協会新年理事会
　　　平成 29年１月 27日（金）
　　　　品川プリンスホテル

５ 平成 29.2.14
午後４時 00分
於　東京鞄会館
出席理事数 12名

東日本鞄工業組合合同理事会
１．平成 29年度予算（案）について（東京鞄協会）
２．全国団体会議経過報告について
３．かばん技術創作コンクールについて
４．春の慰安会開催について
５．退会承認について
６．その他
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６ 平成 29.3.16
午後４時 00分
於　東京鞄会館
出席理事数 10名

東日本鞄工業組合合同理事会
１．平成 29年度事業計画決定の件（東京鞄協会）
２．平成 29年度収支予算並びに経費の賦課及び徴収方法決定の件
３．退会承認について
４．春の慰安会開催について
５．その他

　　

　３）合同暑気払い懇親会
　　　東日本鞄工業組合との暑気払い懇親会を開催した。

　　　日　　時　：　平成 28年８月 26日（金）　午後６時より

　　　場　　所　：　浅草「むぎとろ」

　　
　４）合同忘年会に関する事業
　　　東日本鞄工業組合との合同忘年懇親会を開催した。

　　　日　　時　：　平成 28年 12月９日（金）午後６時より

　　　場　　所　：　上野「東天紅」

　　
　５）新年合同懇親会に関する事業
　　　東京鞄協会・東日本鞄工業組合およびハンドバッグ業界との共催による新年合同交礼会を開催、

　　　来賓をめ２００余名の参加、和やかに歓談し新年の抱負を語り合った。

　　　日　　時　：　平成 29年１月６日（金）　午前 11時開会

　　　場　　所　：　上野精養軒　３階「桜の間」

　　
　６）アフターサービスに関する事業
　　　かばん類に関する相談等すべてのアフターサービスの運動を展開した。

　（１）　国民生活センター

　（２）　都道府県消費生活センター

　（３）　一般消費者

　　
　７）会員の異動状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人東京鞄協会　　

区　分
期首会員数

期中異動
期末会員数

種類別 加　　入 脱　　退

小 売 業 　１４ 　 １ 　１３

卸 売 業 　２６ 　 １ 　２５

製 造 業 　４４ ２ ２ 　４４

金具・ファスナー部 　２３ 　 ３ 　２０

皮 革・ 染 革 部 　　７ １ 　　６

ビニール・合成皮革部 　　３ 　 　 　　３

合　　　計 １１７ ２ ８ １１１
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　８）一般社団法人東京鞄協会の概要
　（１）協会の名称及び住所

　　　一般社団法人　東京鞄協会

　　　〒 111 － 0051　東京都台東区蔵前４丁目 16番３号

　　　　　　　　　　TEL　03（3862）3511 ㈹

　　　　　　　　　　FAX　03（3862）3520

　（２）会員の資格

　　　　かばん類の製造、卸売、小売業及び各種金具類、製革染色、皮革、ビニール合成皮革等原材

　　　　料の販売を営み法人の目的に賛同して入会した個人または法人。

　（３）会員の地区

　　　　東　京　都

　（４）協会の沿革

　　①　創立総会　　昭和 25年１月 25日　　東京鞄協会（任意）

　　②　創立総会　　昭和 42年８月　１　日　　社団法人東京鞄協会（法人）　

　　　　（組織変更）

　　③　設立認可　　昭和 42年８月 18日　　東京都（民法第 34条の規定による）

　　④　登　　記　　昭和 42年９月　１　日　　東京法務局

　　⑤　臨時総会　　平成 23年９月 30日　　公益法人制度改革により一般社団法人への移行承認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都への移行申請

　　⑥　移行認可　　平成 24年３月 26日　　東京都（公益法人制度改革関連 3法案に基づく）

　　⑦　移行登記　　平成 24年４月　１　日　　東京法務局

　（５）歴代会長
　　　　

　　初　　　代 鈴　木　　　寔 （故） 〈昭和 25.1 ～ 26.12〉　

　　二　　　代 清　水　福太郎 （故） 〈27.1 ～ 28.12〉

　　三　　　代　 谷　沢　甲　七 （故） 〈29.1 ～ 31.3〉

　　四　　　代 太　田　治四郎 （故） 〈31.4 ～ 33.3〉

　　五　　　代　 渡　辺　定　治 （故） 〈33.4 ～ 35.3〉

　　六　　　代　 井　上　徳太郎 （故） 〈35.4 ～ 37.3〉

　　七　　　代　 飯　塚　正治郎 （故） 〈37.4 ～ 39.3〉

　　八　　　代 渡　辺　善次郎 （故） 〈39.4 ～ 41.3〉

　　九　　　代 木　内　貞一郎 （故） 〈41.4 ～ 43.3〉

　　十　　　代 𠮷　田　吉　蔵 （故） 〈43.4 ～ 45.3〉

　　十一代（二期） 大　峽　幹　男 （故） 〈45.4 ～ 49.3〉

　　十　二　代 飯　塚　正治郎 （故） 〈49.4 ～ 51.3〉
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　　十　三　代　 若　松　種　夫 〈51.4 ～ 53.3〉

　　十　四　代 松　野　茂　蔵 （故） 〈53.4 ～ 55.3〉

　　十　五　代　 渡　辺　善次郎 （故） 〈55.4 ～ 57.3〉

　　十　六　代　 坂　本　祐　一 （故） 〈57.4 ～ 59.3〉

　　十　七　代　 大　槌　英　明 （故） 〈59.4 ～ 61.3〉

　　十　八　代 尾　関　　　進 〈61.4 ～ 63.3〉

　　十　九　代 太　田　敏　治 〈63.4 ～平成 2.3〉

　　二　十　代　 依　田　　　弘 （故） 〈2.4 ～ 4.3〉

　　二十一　代　 尾　関　　　進 〈4.4 ～ 6.3〉

　　二十二　代 𠮷　田　　　滋 （故） 〈6.4 ～ 8.3〉

　　二十三　代 橋　本　七　郎 〈8.4 ～ 10.3〉

　　二十四　代（二期） 𠮷　田　　　滋 （故） 〈10.4 ～ 14.3〉

　　二十五　代（二期） 安　藤　敬　一 〈14.4 ～ 18.3〉

　　二十六　代　 猪　瀬　昇　一 〈18.4 ～ 20.3〉

　　二十七　代（二期） 依　田　光　展 〈20.4 ～ 24.3〉

　　二十八　代（二期） 𠮷　田　輝　幸 〈24.4 ～ 28.3〉

　　二十九　代 金　澤　守　利 〈28.4 ～現在〉

　　　
　（６）会計年度

　　　　自４月１日　　至　３月 31日　年１回

　　　
　（７）役員の定数

　　　　理　　事　　　１５人以上２０人以内

　　　　監　　事　　　　２人以上　３人以内

部　　門 会　　長 副　会　長 会計理事 理　　事 監　　事

工　　　 業 １ １ ９

卸　　　 業 ２ １ ３

小　 売　 業 １

材　 料　 業 １ ２

合　　計 １ ３ ２ 13 ２

　　
　（８）任　　　期

　　　　理　　事　　２年　　　　監　　事　　４年
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１．理事・監事

　理　事・会　長　　　 金　澤　守　利　 理　　　　　事 板 倉 浩

　　〃　・副会長 飯 塚 貴 志 　　　〃 大 峽 廣 男

　　〃　　　〃 佐 藤 吉 博 　　　〃 猪 瀬 昇 一

　　〃　　　〃 依 田 光 展 　　　〃 金 宮 秀 王

　　〃　　会　計 加 藤 賢 治 　　　〃 和 地 敏 男

　　〃　　　〃 川 村 洋 三 　　　〃 澤 浦 　 正

　理　　　　　事 𠮷 田 輝 幸 　　　〃 丸 吉 裕 和

　　　　〃 新 川 晧 介 　　　〃 中 村 徳 光

　　　　〃 足　立　　　貢

　　　　〃 片 野 一 徳 監　　　　　事 池　上　純　平

　　　　〃 髙 橋 健 一 　　　〃 肥 沼 恭 子

２．顧問・参与

　顧　　　　　問 若 松 種 夫 参　　　　　与 河　上　　　勝

　　　　〃 安 藤 敬 一


